
令和元年度 豊丘村の健全化判断比率等について 

 

１ 財政の早期健全化・再生に関する指標 

（単位：％） 

項 目 比 率 早期健全化基準 財政再生基準 

実 質 赤 字 比 率 
－ 

（▲24.70） 
15.0 20.0 

連 結 実 質 赤 字 比 率 
－ 

（▲42.39） 
20.0 30.0 

実 質 公 債 費 比 率 8.4 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 
－ 

（▲0.3） 
350.0  

※実質赤字比率、連結実質赤字比率について収支が黒字の場合は「－（該当なし）」

で表示し、参考に黒字の比率を（▲）で示す。 
 
 

（1）実質赤字比率 

一般会計の実質収支は黒字であり、実質赤字比率は該当しない。 
 

（2）連結実質赤字比率 

一般会計等の実質赤字及び公営企業会計の資金不足はいずれも生じ

ておらず、連結実質赤字比率は該当しない。 
 

（3）実質公債費比率 

直近３年間（平成29年度～令和元年度）の平均値で算出する比率であ

る。令和元年度の単年度比率は、一般会計債の元利償還金の減少（対前

年度比▲43,773千円）が、そこから控除する起債償還に係る基準財政需

要額算入額の減少（▲16,555千円）より大きいこと等により、分子が 

9,964千円減少した結果 8.2％となり、平成30年度単年度比率の 8.8％

から 0.6ポイント減少した。 

しかし、今回から、比率が低かった平成28年度単年度比率（7.7％）

が算定対象から外れたため、直近３年間の平均値は 8.4％となり、前年

度から0.1ポイント増加した。 
 

（4）将来負担比率 

一般会計地方債残高の減少（対前年度比▲43,274千円）、公営企業債

償還のため将来にわたって一般会計から企業会計へ繰り出す額の減少

（▲129,230千円）等により、将来負担額は前年度より165,472千円減少

した。将来負担額から控除する充当可能財源等は、主に将来にわたる基

準財政需要額算入見込額の減少により前年度より128,228千円減少した。

充当可能財源等より将来負担額の減少幅の方が大きいことから、分子全

体では前年度より37,244千円減少し、前年度のプラスからマイナスに転

じた。 

従って、将来負担比率は ▲0.3％となり、前年度より1.7ポイント低

下した。道の駅整備に係る多額の起債借入により平成29年度からプラス



に転じた将来負担比率であるが、一般会計債及び公営企業債の償還の進

行により、数値が改善しマイナスに戻った。 

 

  将来負担額  5,696,444千円 － 充当可能財源等 5,703,801千円 

  標準財政規模 2,572,300千円 － 算入公債費等の額 394,247千円 

（前年度：1.4％） 

〈 将 来 負 担 額 〉 

地 方 債 の 現 在 高 

公 営 企 業 債 等 繰 入 見 込 額 

一 部 事 務 組 合 等 負 担 見 込 額 

退 職 手 当 負 担 見 込 額 

 

3,602,121千円 

1,266,931千円 

139,764千円 

687,628千円 

 

（前年比 ▲43,274千円）

（前年比▲129,230千円）

（前年比  ▲1,833千円）

（前年比  ＋8,865千円）

計 5,696,444千円 （前年比▲165,472千円）

   

〈 充 当 可 能 財 源 等 〉 

充 当 可 能 基 金 

充 当 可 能 特 定 歳 入 

基 準 財 政 需 要 額 算 入 見 込 額 

 

2,276,288千円 

6,446千円 

003,421,067千円 

 

（前年比 ▲28,774千円）

（前年比  ▲1,581千円）

（前年比 ▲97,873千円）

計 5,703,801千円 （前年比▲128,228千円）
 

２ 公営企業の経営健全化に関する指標 

（単位：％） 

公 営 企 業 会 計 名 資金不足比率 経 営 健 全 化 基 準 

水 道 事 業 会 計 
－ 

（▲212.0） 
20.0 

下 水 道 事 業 会 計 
－ 

（▲ 87.2） 
20.0 

※資金不足比率が算定されない場合は「－（該当なし）」で表示し、参考に黒字

の比率を（▲）で示す。 
 

（1）資金不足比率 

いずれの公営企業会計も資金不足は生じておらず、資金不足比率は該

当しない。 
 

①水道事業会計 

資金不足額（黒字の場合はマイナスで表示） ▲208,518千円 

   事業の規模（営業収益の額－受託工事収益の額） 98,354千円 

（前年度：▲191.8％） 

②下水道事業会計 

資金不足額（黒字の場合はマイナスで表示）  ▲78,146千円 

   事業の規模（営業収益の額－受託工事収益の額） 89,651千円 

   （前年度： ▲186.2％） 

＝ ▲0.3％ 

＝ ▲87.2％ 

＝ ▲212.0％ 
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